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「
全
体
と
し
て
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

次
の
法
律
に
お
け
る
「
全
体
と
し
て
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
如
何
。

（
一
）

海
洋
基
本
法
第
六
条

海
洋
の
管
理
は
、
海
洋
資
源
、
海
洋
環
境
、
海
上
交
通
、
海
洋
の
安
全
等
の
海
洋
に
関
す
る
諸
問
題
が
相
互
に
密

接
な
関
連
を
有
し
、
及
び
全
体
と
し
て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
海
洋
の
開
発
、
利
用
、
保
全

等
に
つ
い
て
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）

税
制
改
革
法
第
四
条
第
二
項

今
次
の
税
制
改
革
は
、
全
体
と
し
て
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
に

基
本
的
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

二

現
在
、
法
律
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
か
た
ち
で
「
全
体
と
し
て
」
と
い
う
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
法
律

に
お
け
る
主
体
（
国
、
政
府
、
社
会
、
地
球
）
に
つ
い
て
、
そ
の
主
体
の
構
成
要
素
す
べ
て
が
こ
れ
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の

該
当
規
定
に
従
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

（
一
）

「
国
全
体
と
し
て
」
、
「
我
が
国
全
体
と
し
て
」

一



（
ａ
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項

国
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
か
ら
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

が
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発

生
し
た
と
き
は
、
自
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
し
、
並
び
に
地
方
公
共
団
体
及

び
指
定
公
共
機
関
が
実
施
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
的
確
か
つ
迅
速
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

全
体
と
し
て
万
全
の
態
勢
を
整
備
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
ｂ
）

駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
一
条

こ
の
法
律
は
、
駐
留
軍
等
の
再
編
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
資
す
る
と
と
も

に
、
我
が
国
全
体
と
し
て
防
衛
施
設
の
近
隣
住
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
住
民
の
生
活
の
安
定
に
及
ぼ
す
影
響
の
増
加
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

防
衛
施
設
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
住
民
の
生
活
の
利
便
性
の
向
上
及
び
産
業
の
振
興
並
び
に
当
該
周
辺
地
域
を
含

む
地
域
の
一
体
的
な
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の
特
別
の
措
置
を
講
じ
、
併
せ
て
駐
留
軍
の
使
用
に
供
す
る
施
設
及

び
区
域
が
集
中
す
る
沖
縄
県
の
住
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
の
観
点
か
ら
特
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
駐
留
軍
の

二



ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
移
転
を
促
進
す
る
た
め
の
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
の
業
務
の
特
例
及
び
こ
れ
に
対
す
る

政
府
に
よ
る
財
政
上
の
措
置
の
特
例
等
を
定
め
、
も
っ
て
駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

（
ｃ
）

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四

条
国
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
及
び
国
民
の
安
全
を
保
つ
た
め
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、

我
が
国
を
防
衛
し
、
国
土
並
び
に
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
固
有
の
使
命
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
組
織
及
び
機
能
の
す
べ
て
を
挙
げ
て
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
対
処
す
る
と

と
も
に
、
国
全
体
と
し
て
万
全
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
二
）

「
政
府
全
体
と
し
て
」

中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
第
四
条
第
五
号

国
の
行
政
機
関
の
間
に
お
け
る
政
策
に
つ
い
て
の
協
議
及
び
調
整
の
活
性
化
及
び
円
滑
化
並
び
に
そ
の
透
明
性
の

向
上
を
図
り
、
か
つ
、
政
府
全
体
と
し
て
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
行
政
運
営
を
図
る
こ
と
。

三



（
三
）

「
社
会
全
体
と
し
て
」

高
齢
社
会
対
策
基
本
法
前
文
（
抜
粋
）

こ
こ
に
、
高
齢
社
会
対
策
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
し
て
そ
の
方
向
を
示
し
、
国
を
始
め
社
会
全
体
と
し
て
高
齢

社
会
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。

（
四
）

「
地
球
全
体
と
し
て
」

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
球
温
暖
化
」
と
は
、
人
の
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
大
気
中
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
濃
度
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
全
体
と
し
て
、
地
表
、
大
気
及
び
海
水
の
温
度
が
追
加
的
に

上
昇
す
る
現
象
を
い
う
。

右
質
問
す
る
。

四


